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重信町では、広く一般の方のご意見やご
提言をお聞かせいたた、く「しげのぶ ・ まちづ

くりポス トj を始めることにいたしました。
これは、 「町民の皆様の率直な声をお聞

かせいただき、町政に反映させたい。j とい

う町長の発案によるものです。

住民の皆さんから寄せられたご意見・ご

提言は、直接町長が受け付け、調査・研究

を行い、可能なものから順次施策化いたし

ます。

いろいろな分野での意見をお聞かせくだ

さい。お待ちしています。

古 お送りい左芝<内容に特|こ制限は設けませんが\ 個人を特定しての誹誘や中傷などは、

プライパシ一保護の観点、からご遠慮<芝さい。

大 お寄せいだぢいだご意見等!こ対する個別の回答は控えさせていだだき、 意見の要旨を匿

名で広報に掲載いだします。

町長へのご意見・ご提言の送付方法は以下のとおりです。

(1) I提言用封筒J Iこ町長へのご意見・ご提言を記入し、 10月末日まで|こ最寄りの郵便ポスト

!こご投函ください。 封筒|こは、 必ず発信者の住所・氏名・年齢をお書きくだ、さい。 切手を

はる必要はありません。

「提言用封筒」は、

①組|こ加入している世帯|こは、 今月号の広報と一緒に配布します。

②下記の施設においておりますので、 ご自由|こお取り<芝さい。

重信町役場・町民会館・重信郵便局・フジ、ゆるぎの郵便局(フジ、ショッピンクゃス

クヱア重信店内)・えひめ中央農業協同組合重信基幹麦所・同北吉井麦所・同南

吉井支所・同拝志支所・同上林経済センター・同上村経済センター・伊予銀行

横河原支店・同牛測支店・愛媛銀行重信麦店・同見奈良吏店・愛媛信用金庫横

河原支店

(2) 重信町のメールアドレスにメールをお送りくだ、さい。

sigenobu@town.shigenobu.ehime.jp 

問い合わせ先 役場総務課窟964-2001紛内線215
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都市計画説明会ご案内
松山広域都市計画区域の市街化区域及び市街化調整区域の変更

(素案)等の説明会を開催します。

2. 説明会日時・場所

重信町の区域

とき 8月12日(柑午後7時30分から

ところ 重信町農村環境改善センター

2F 大会議室

松山市の区域

と き 8月20日樹午後7時から

ところ 松山市小野中学校体育館

3. 問い合わせ先

重信町の区域

重信町都市整備課都市計画係

富964-2001 内線413

松山市の区域

松山市都市整備部

富948-6462

都市政策課

1.市街化区域及び市街化調整区域の変更(素案)に

ついて

船山広域都市計画区域(松山市、 伊予市、 北条市、

重信町、 川内町、 組前町及び砥部町) Iこついては、 昭

和46年!こ市街化区域及び市街化調整区域!こ関する都市

計画(線引き)を決定し、 その後、昭和55年!こ第 1 回の

見直し、昭和63年|こ第2回の見直しを行い、現在|こ至

っています。

会回、 人口・産業などの基礎調査を行い、この調査

結果IZ基づき、 ~更の県素案(別の折り込みパンフレ
ツ卜 )か、示されまし定。

なお、 線引きの蛮更!こともなう用途地域の変更(素

案) Iこついても、 合わせて説明を行います。

公述申出書の提出及び問い合わせ先

愛媛県土木部道路都市局都市計画課

富941-2111 内線3860

重信町都市整備課都市計画係

富964-2001 内線413

線引きの公聴会の開催(県主催)について
松山広域都市計画区域の市街化区域及び市街化調整

区域|こ関する都市計画lこ蛮更(素案)についての公聴会

を次のとおり開催します。

とき 8月27日働午後2時から

ところ松山市北持田町132番地

松山地方局7階大会議室

重
信
町
職
員
採
用
試
験

平
成
一
一
年
度
重
信
町
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
職
若
干
名

保
健
婦
一
名

保
育
士
若
干
名

一
一
、
受
験
資
格

共
通
事
頂

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

で
、

地
方
公
務
員
法
第

一
六
条
の
欠
格
名
号
に

該
当
し
広
い
者
。

②
昭
和
四
六
年
四
月
二
日

以
降
巴
生
ま
れ
だ
者
。

保
健
婦
・
保
育
士

①
保
健
婦
・
保
育
士
の
資

格
を
育
す
る
者

、

文
は

、

平
成
一
二
年
三
月
末
ま

で
巴
資
格
を
取
得
す
る

見
込
み
の
者
。

三
、
試
験
の
日
時
及
び
内
容

同
州
閣
四
国

日
時
九
月
一
九
日
目

午
前
九
時
か
ら

場
所
重
信
町
町
民
会
館

試
験
の
内
容
教
養
試
験

(初
級
程
度

)
・
適
性
検
査

合
格
発
表
一

O
月
上
旬

日
同
閣
官

日
時
・
場
所
一
次
試
験

合
格
者
巳
通
知
し
ま
す

。

試
験
内
容
作
文
・
面
接

合
格
発
表
一
一
月
下
旬

四
、
受
験
手
続

次
の
書
類
仁
必
要
事
項

を
記
入
し

、

総
務
課
ま
で

提
出
し
て
下
さ
い
。

・
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

・
最
終
学
校
の
辛
業
(
見
込

み
)
証
明
書

-
保
健
婦
及
び
保
育
土
巴

つ
い
て
は

、

資
格
(
見
込

み
)
証
明
書

五
、
受
伺
期
間

八
月
二
日
円
か
ら
八
月

二
三
日
円
ま
で
の
執
務
時

間
中

(月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
八
時
三

O
分
か

ら
午
後
五
時
一
五
分
ま
で

)

六
、
そ
の
他

詳
し
い
こ
と
は

、

重
信

町
役
場
総
務
課
総
務
係
巴

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

富
九
六
回
|
二

O
O

一
的

3 広報しげのぷ 8月号
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之九な年金争争

E笠
宮司

;額

療
養
費
制

一度
三

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
ら
な
い

も
の

①
国
保
の
給
付
の
対
象
と
な
ら
な

い
差
額
ベ
ッ
ド
代

②
入
院
時
の
食
事
代

③
歯
科
差
額
代
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
の
領
収
書

②
印
鑑

③
国
民
健
康
保
険
証

④
原
則
と
し
て

、

口
座
振
り
込
み

巴
な
り
ま
す
の
で

、

口
座
番
号

を
記
載
し

左
も
の

申
請
先

役
場
福
祉
課

生
前
島

い
っ
つ
い
な
供
時
代

入
つ
づ
、
い
モ

問
一
昨

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

国
保
で
診
療
を
受
け
芝
場
合

、

一
部
負
担
金
(医
療
費
の
=
一
割
)
を

受
払
い
ま
す
が

、

最
近
は
医
療
の

高
度
化
仁
よ
り
一
部
負
担
金
ガ
高

額
と
な
る
場
合

、

か
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

被
保
険
者
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
す
る
定
め
巴

、

一
定
額
を
超

え
る
一
部
負
担
金
を
支
払
つ
定
場

〈一
口
、

そ
の
超
え
る
額
、
ガ
後
か
ら
支

給
さ
れ
る
高
額
療
葺
費
制
度
が
あ

り

ま
す
。

空

卑
連
枝
廿
芯
成
年
金

d
r

出
3

ん
ゼ
小
川
/
.

争争乙九なとき

?z瓦守

Ml 
~一 、

セフ

高
額
療
養
費
の
計
算
の
基
準

①
一
ヶ
月
ご
と
巴
計
算
し
ま

す
。

「
一
ヶ
月
ご
と
」
と

は
、

月
の
一
白
か
ら
月
末

ま
で
の
麿
月
で
す
。

②
病
院

、

診
療
所
ご
と
巴
計

算
し
ま
す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科

は
、

別
々
の
病
院
と
し
て

計
質
さ
れ
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で

、

歯
科
と
内

相
な
ど
と

、

が
あ
る
場
合

、

歯
科
は
別
巴
計
算
し
ま

す
。

⑤
通
院
と
入
院
は
別
巴
計
算

し
ま
す
。

社会保険業務センタ ーとオ ンラインで結ばれて

いるだめ、 個人別の詳しい年金相談、 年金裁定請
求書の受け付けをはじめ住所変更届や各種証明書
の再交付申請等が、社会保険事務所の年金相談コ
ーナーと同様|こ行えます。

相談の受け付けは、 祝祭日を除く月曜日か ら金
曜日までの午前9時15分から 12時までと午後1 時か

ら4時30分までです。

相談にいらっしゃる場合には、 年金手帳、 過去
!こ発行されだ期間確認の回答書、 職歴がわかるも
の等や印鑑を 、 ま定年金を請求なさる場合には、
必要な書類や印鑑をお措ちく芝さい。なお、 代理

人の万がいらっしゃる場合には、 本人の署名捺印
のある委任状をl必ずお持ちく定さい。
電話でのご相談はご本人であることを確認する

ことが、できませんので制度の概要等の質問以外に
はお答えできませんのでご3承く芝、さい。

松山市一番町3-3司3(菅井ニッセイビル2F)
冨947-9888

高額療養費がうけられる場合
品額療養費の支給額

般の世帯 住民税非課税世帯

同じ人が、 同じ月に、同じ医
63 ，600円との 35 ，400円との

療機関に支払った負担金が 、

63 ， 600円を超えたとき
差額 差額

同じ世帯で、 同じ月に 、 30 ， 000
合算額と 合算額と

円以上の負担金を 2回以上支

払った場合 (住民税非課税世帯
63 ，600円との 35 ，400円との

の場合は、 21 ， 000円以上)
差額 差額

同じ世帯で 、 12か月以内に 、 4回目からは 4回目からは

4回以上の高額療養費の支給 37 ，200円との 24 ，600円との
を受けた場合 差額 差額

高額の治療や長い間続ける必

要のある病気(血友病や人口透 10 ， 000円との差額
析の必要な慢性腎不全)

設群至宝工

松山;年金相談サービスセンター

c.. 

<... 



るす関税

平
成
一
一
年
度
の
町
税
は

、

各
税
目
と
も
納
税
通
知
書
の
送

付
を
終
え

、

順
次
納
税
し
て
い

芝
、
だ
い
て
い
ま
す
が、

ム
フ
月
は、

日
頃
の
税
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
の
な
か
か
ら
代
表
的
な
も

の
を
ご
紹
介
し
ま
す

。

①
個
人
住
民
税

(
町
県
民
税
)

Q
1

平
成
一
一
年
一
月
二

O

日

C
A

市
か
ら
B

町
へ
引
っ

越
し
だ
場
合

、

住
民
税
を
納

め
る
市
町
村
は
?

A

住
民
税
は

、

毎
年
一
月
一

日
現
在
巴
住
所
の
あ
る
市
町

村
で
課
税
さ
れ
ま
す

。

従
っ
て

、

平
成
一

一
年

一

月
一
日
仁
は
A

市
巳
住
所

、

が

あ
つ
だ
の
で
平
成
一
一
年
度

分
の
住
民
税
は
、

A

市
巴
納

め
て
い
定

一定
く

こ
と
巴
な
り

ま
す
。

Q
2

平
成

一
O
年
八
月
C
A

市
か
ら
B

町
へ
転
入
し
ま
し

左
が
、
手
続
き
が
遅
れ
て
住

民
票
は
、
平
成
二
年
二
月

巴
移
し
ま
し
だ
。
平
成
二

年
度
の
住
民
税
の
納
税
先

→
ぴ
つ・

A

住
民
票
を
移
し
て
い
な
く

て
ち
実
際
仁
平
成
一
一
年
一

月
一
日
現
在

、

B

町
巴
住
ん

で
い
る
場
合
は
B

町
の
住
民

基
本
台
帳
巴
記
録
さ
れ
て
い

る
も
の
と
し
て

、

平
成
一
一

年
度
の
住
民
税
は

、

B

町
で

納
め
て
い
左
芝
く

こ
と
巴
な

り
ま
す
。

Q
3

所
得
税
は
か
か
ら
な
か

っ
た
の
巳
住
民
税
所
得
割
が

課
税
さ
れ
だ
の
は
ど
う
し

て
?

A

税
額
計
算
の
際

、

所
得
か

ら
控
除
さ
れ
る
所
得
控
除
額

が
、

所
得
税
の
方

、

ガ
多
い
定

め
、

所
得
税
で
は
課
税
所
得

金
額
が
な
い
場
合
で
も

、

住

民
税
で
は
課
税
所
得
金
額

、

ガ

出
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
給
与

所
得
者
の
場
合
で
す
と

、

所

得
税
で
は
収
入
が
一

O
三
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
非
課
税
で

す
が

、

住
民
税
所
得
割
で
は

収
入

、

万
一
O
O

万
円
を
超
え

る
と
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
芝

、

住
宅
取
得
等
特
別

控
除
ち
住
民
税
で
は
適
用
、
か

あ
り
ま
せ
ん
。

⑧
固
定
資
産
税

Q
1

土
地
の
値
段
が
下
が
つ

て
も
税
が
上
が
る
の
は
?

A

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え

か
ら
土
地
(
宅
地
)
の
評
価
額

は
、

地
価
公
一
部
価
格
の
七
割

程
度
を
目
途
巴
設
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ

E
E

め
、

本
町

の
場
合
評
価
額

、

ガ
平
均
で
そ

れ
ま
で
の
七
倍
近
く
C
上
昇

し
ま
し
だ
。

こ
の
定
め

、

以
後
毎
年
急

激
な
税
負
担
の
増
加
を
緩
和

す
る
だ
め
の
負
担
調
整
措
置

を
実
施
し
て
き
ま
し
足

。

か
、

ま
定
ま
定
評
価
額
と
課
税
標

準
額
巴
は
大
方
の
宅
地
で
大

き
な
聞
き
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て

、

評
価
額
が
下
落

し

だ
場
合
で
も

、

芯
お
課
税

標
準
額
を
大
き
く

上
回
る
状

態
は
蛮
わ
ら
ず

、

大
部
分
の

宅
地
で
は
引
き
続
き
税
額
が

毎
年
な

、

だ
ら
か
巴
上
昇
す
る

こ
と
巴
な
り
ま
す
。

Q
2

家
屋
の
固
定
資
産
税

、

ガ

な
か
芯
か
下
が
ら
な
い
の

→d
つ

・

A

三
年
巴
一
度
の
家
屋
評
価

替
え
の
し
く
み
は

、

建
築
物

価
の
変
動
を
反
映
し
芝
新
し

い
単
価
を
適
用
し
て
、
評
価

の
対
象
と
な
っ
だ
家
屋
と
同

じ
も
の
を
新
築
す
る
場
合
の

建
築
費
(再
建
築
価
格
)
を
算

出
し

、

こ
れ
巴
建
築
後
の
年

数
の
経
過
仁
よ
る
老
朽
化
巴

伴
う
減
価
を
加
味
す
る
左
め

の
経
年
減
点
補
正
率
を
乗
じ

て
、

現
在
の
価
格
を
算
定
す

る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

し
て

、

そ
の
額
が
評
価

替
え
前
の
価
額
を
超
え
る
場

合
は

、

通
常

、

評
価
額
は
評

価
替
え
前
の
価
額
巴
据
え
置

か
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら

、

物
価

上
昇
局
面
で
は

、

そ
の
上
昇

率
の
万
が
老
柘
化
巴
よ
る
経

年
減
点
補
正
率
を
上
回
る
こ

と
が
多
く
、

そ
の
結
果

、

評

価
額
の
据
え
置
き
が
続
い

て
、

税
、

ガ
下
が
ら
な
い
こ
と

と
な
り
ま
す
。

⑧
国
民
健
康
保
険
税

(
保
険
税
)

Q

昨
年
末
巴
会
社
を
退
職

し
、
再
就
職
し
て
い
ま
せ
ん

が
、

国
民
健
康
保
険
へ
の
加

入
は
?

A

会
社
を
退
職
し
任
意
継
続

被
保
険
者
と
な
ら
な
か
っ
左

場
合
は

、

退
職
と
同
時
巴
他

の
健
康
保
険
加
入
者
の
被
扶

養
者
と
な
る
場
合
を
除
き

、

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
の
加

入
資
格
を
取
得
し

ま
す
。
(任

意
継
続
被
保
険
者
で
な
く
な

っ
左
場
合
も
同
様
で
す
。
)

国
保
へ
の
加
入
は

、

世
帯

主
の
届
け
出
、
ガ
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

届
け
出
が
遅

れ
る
と
加
入
資
格
が
で
き
左

と
き
仁
さ
か
の
ぼ
っ
て
(
最

高
三
年
分
)保
険
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。

保
険
税
は
、
職
場
の
健
康

保
険
の
保
険
料
巴
相
当
す
る

ち
の
で

、

前
年
の
所
得
巴
応

じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
の
で

、

再
就
職
せ
ず
当
面
収
入
が
な

く

て
ち
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

町
税
巴
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は

、

お
気
軽
仁
役
場

税
務
課
へ
。

8月の納税
町県民税第2期

国民健康保険税第3期

納税期限 8月 31 日伏)

窟964-2001 側⑤・-ー-ー-・-・-・-・-ー-・-・⑨・・・-・-・役場税務課
5 広報しげのぷ 8月号
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与干ヤn矧1
℃ 

~ Hello , my name is George Hamilton 1 

Z come from Britain Like Japan Britain is 
℃ 
c 
C'J 

bJ) 
C 
己1

an island. Britain is the same size as 

Honshu. Britain' s population is half 

Japan's , there are about 60 ,000 ,000 
占 people in Britain. Britain is made up of 

i 4regions :England, Scotland, Wales & こんにちは、 私の名前はジョージ、 ハミルトンと
S Northern Ireland.Ml are very different 言い、グレートブリテン(正式国名)から来ています。
よ I come from England. My home town is グレートブリテンは、日本のよう|こ島て・本ljll1/と同

~ near London. London is Britain' s じくらいの大きさです。人口は、日本の半分で約6
千万人おり、インクホランド、スコットランド、ウヱ

ョ capital city. There are many old 
-Jレズ、北アイルランドの四つの地域からなってい

占 buildings and beautiful parks & て、全て lこおいて大変遣いがあります。
~ gardens in London. English people love 私は、イングランドから来ており実家はロンドン
2 ga地ns. Like J apan Britain has a Royal の近<回ります。ロンドンは、グレートブリテン
• Family and London is Queen の首都で、ここは多<の古い建物や美しい公園や

庭園があり、人々 lこ愛されています。~ Elizabeth's home. 
IT .. _.. .. • 日本と同じく、グレートブリテンには王室の家族が

~ English food is so so , (I like sushi おり、ロンドン!こは工リザベス女王の家があります。
占 better.) English food is meat & fish & イギリスの食べ物は大抵肉と魚と野菜です。(私は
~ vegetables. English food is sometimes すしが招きで弘)時々おいしいと感じられるのです
~ delicious but often boring. English が、いつも芝とうんざりします。 ーー
占 people love sport They play many fギリスの人々は、スポーツが括きで多<のスポ マ

ーノをしますが、特|こサッ力ーはお気に入りのスポ P S sports but 蹴cer is their favorite ーツです。 垂

~ 1 hope you will visit my country. ぜひ皆さんlこ私の国を訪れて欲しいですo i 
pUBI~urr -pUBl~Uヨ- PUB[~ lI 3 -PUBI~u3 -PUBI2u:;;J -PU13[2U3 -pU13[2u3_ -pUBl~U3_ -PUB[~U'3: -PUBI2u3 

重信町給水装置工事
業者名 所在地

渡部電水工業紛重信支店|重信町田窪2060-18

締村上設備 |重信町牛淵605

伺さくらい設備 |重信町野田1-18-16

フジモ卜設備 |重信町牛測1846-6

上本住宅設備 |重信町田窪1133-5

吉川水道 |重信町横河原348

にゅうのや電気水道 |重信町田窪1833-1

高橋住設 |重信町田窪2099-28

侍設備社おおうえ |松山市来住町644-5

紛ホーム設備 |松山市余戸中2-2-1

池田水道工業紛 |松山市桑原7-6-23

脚力トウ |松山市東野6-5-5

締堀切産業 |松山市内浜7-6

制共進建設 |松山市高井町1168

伺日野水道 |松山市清住汀目1066-4

紛石丸総合設備 |松山市来住町1490・11

松本水道工事悌 |松山市山越3ふ37

愛媛日化サービス紛 |松山市保免西2-3-11

TEL 業者名

964-1755 I 鋤ヨシフジ

964-8696 I 鋤平和設備

964-8149 I 侍松山水道工業所

964-8221 I 紛樋口設備工業

964-1213 I 紛ヤマト建設

964-3228 I 紛津守

964-2057 I 伺信栄水道工事

964-6791 I 卜ーネツ紛

975-5317 I 山乃内設備

973-6895 I 伺東水道工業

945-4820 I 恒和設備工業紛

943-0997 I 愛生創工

952-7011 I 侍八倉水道工業所

975-3244 I 伺進設備

952-5252 I 紛四電工

958-3101 I 悌一柳電気水道設備

924-4858 I 伺大下水道工業所

971-2230 I 侍南設備

所在地

川内町南方573-5

松山市平和通5-1-20

松山市和泉北2-5-27

松山市安城寺町1574

船山市南吉田町596-2

松山市立花3-6-9

松山市須賀町2-3

松山市古J/1:Jt1-18-18 

重信町下林甲1861-15

松山市藤原1 -4-24

松山市北梅本町637

松山市西一万町4-1 1

松山市立花6-4-23

松山市姫原3・6-15

高松市松島町1-1-11

上浮穴郡小田町町村262

松山市安城寺町124-3

松山市北井門町281-3

TEL 

966-3475 

945-6017 

943-0643 

978-1231 

971-1787 

931-5360 

952-3456 

956-2710 

964-1446 

941-5667 

975-3315 

973-4407 

945-8484 

922-0064 

836-1111 

252-2075 

922-8026 

956-1163 
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シリーズ
介護保険制度③

介護保険でどのくらいのサービスが受けられるの?
母抑制姶縦いう介護保験でどのωのトピス栂It5れるの切か?
/ごよ\ 介護保険でサービスを受ける定めlこは、
\\'.:__7)J まずその人が「どの程度の介護が必要か」

認定を受けなければなりません。この認
定は、温泉郡介護認定審査会で行われま
すが1， rどの程度の介護が必要か」は、人

それぞれ違っており、判定され定結果lこ

よって要介護状態区分が決まります。 こ

の要介護状態区分に応じて介護保険で受
けられるサービスの利用限度額が決まり

ますが\認定の結果|こよって重度の介護

を必要とする人ほど、サ ビスの利用限
度額も高く設定されます。

※認定を受けるための手続きについては、

来月患の広報でお知らせします。

要介護状態区分

要支援

要介護1
(部分的介護)

要介護2
(中等度)

要介護3
(重度)

要介護4
(最重度)

要介護5
(過酷日介護を要するな患)

心身の状態例

日常生活の能力は基本的!こあるが、入浴主主ど
c一部介曲が必要

lLち上がりや歩行が不安定
排j世、 入浴など一部介~1Jが也、要

lLち上がりや歩行芯どが自力では困難
排j世、入浴などで一部ま芝は全体の介曲がl必要

lLち上がりや歩行芯どが自力ではできない
排j世、入浴、衣服の着脱芯どで全体の介目Eがl必要

緋池、入浴、衣服の着脱など日常生活lこ全面
的介回がJ必要

意思の伝達が困難。 生活全般 |こついて全面的
介田万必要

む介護保険でサービス閥均場合、酬はどれωかかるのωか?
~ 介護保険でサービスを受け左ときは、(原則として)かかつだサービス費用の1割を負担していE
~-; .:__7J だきます。まだ、施設サービスや一部の在宅サービスを受け左場合は、サービス費用の1割のほか
- 1こ、食費の一部や日常生活費をあわせて負担してい左芝きます。

1 割の負担額が高くなりすぎる場合は、 一定額で頭打ちし、特lこ所得の低い万の場合l司、頭打ち

の額を低くして負担が重くなりすぎないようlこします。 まだ、所得の低い万|こついては施設サービ
スを受け芝場合の食費も低くします。

.在宅サービス .施設サービス

状態区分 サピス費用(月額平均) 施 設 サービス費用(月額平均)

要吏援 6万円

要介護1 1 7万円

介護老人福祉施設
31.5万円

(特別養護老人ホーム)

要介護2 20万円

要介護3 26万円

要介護4 3 1 万円

要介護5 35万円

介護老人保健施設
33 . 9万円

(老人保健施設)

介護療養型医療施設
46.1 万円

(療養型病床群等)

議長一期(月額平均)ーは一度一生省町一試算町
合後、 歪更されることがあります。

む サービスの利用限度額を超札制場合の利用料はどうなるので凶か?
/ 丈\ 例え1<:( 認定で要介護2と判定されだ方な在宅サービスを受ける場合を見てみましよう。要介護2の

τ .:__7J 方の利用限度額を20万円と仮定すると、 25万円のサービスを受け定場合の本人負担額は、 利用限度額
- 20万円の1割の2万円と利用限度額20万円を超え巨額5万円の合計額7万円と毛よります。 (下の例を参照)

7 広報しげのぶ 8月号

例:認定で要介護2と判定された方の利用限度額を20万円と仮定した湯合

利用しだ在宅サービス費用 25万円 ) 

利用限度額20万円 1割の自己負担
2万円

超え左額
5万円

自己負担額 7万円



価量 ~剖宅1:I".l-r-1醐E主I主~重量五・1m掴~

「
家
庭
に
お
け
る

介
護
苦
労
話

j

み
ん
な
同
じ
体
験
を

し
て
い
ま
す
j

」

健
康
改
善
教
室

今
年
の
二
月
巴
実
施
し
ま
し
左

「
健
康
改
善
教
室
」
で

、

介
護
体

験
を
語
る
機
会
を
も
う
け
ま
し

定
。

参
加
さ
れ
左
万
そ
れ
ぞ
れ
が

何
ら
か
の
形
で
介
護
を
体
験
さ
れ

て
い
ま
し
だ
。

そ
の
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験

を
語
つ
だ
の
み
で
終
ゴ
し
ま
し
左

が
、

参
加
者
か
ら
「
ぜ
ひ

、

ま
だ

こ
う
い
う
機
会
を
つ
く
っ
て
欲
し

い
」
と
の
ご
意
見
が
あ
り

、

体
験

を
語
る
芝
け
で
は
芯
く

、

疑
問
点

の
解
消
や
介
護
万
法
の
ア

ド

バ
イ

ス
も
今
回
強
化
し
て
開
催
致
し
ま

す
。

ぜ
ひ

、

現
在
介
護
さ
れ
て
い

る
万
や
介
護
体
験
の
あ
る
方

、

興

昧
の
あ
る
万
は
ご
参
加
下
さ
い

。

(事
前
巴
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
)

と
き

九
月
一
O
日

倒

午
後
一
時
三
O
分
j

三
時

と
こ
ろ

町
民
会
館

第
一
・

二
研
修
室

今
年
の
健
康
診
査
は

終
わ
り
ま
し
た
か

一
年
に
一
回
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

六
月
か
ら
始
ま
つ
だ
各
種
健
康

診
査
も

、

左
記
日

程
で

、

ほ
と
ん

ど
終
ゴ
し
ま
す
。

ムフ
年
の
検
診
は
お
済
み
で
す

か
。

ま
定
受
け
て
い
な
い
万
は

、

最
後
の
健
康
診
査
を
、
左

記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受

け
忘

れ
の
な
い
よ
う
巴
気
を
つ
け
て

下

さ
い
。

年
巴
一
回

、

自
分
の
体
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う

。

と き 種 別 受付時間 ところ

基本健康診査

胃がん・大腸がん検診 7 : 30~ 9:30 
1 0月8日働

結核・肺がん検診
町民会館

;子宮頚がん・乳がん検診 13: 00~ 1 4 ・。。

(注)合回はセ ッ ト検診ではありません。ご希望の検診を受

けて下さい。

会参月の保健日程合
〈母予保健〉

なおひ こ

野中 直彦くん
(H7 .8. 11 生)

てつひこ

野中 徹彦くん
(H9.8.22生)

rはやく:æ火ガ
み定いなあ 。」

(父 ・一彦 母 ・美栄)上林

と き 事業 名 受付じかん 対 象 ところ

1 9日休) 1 0か月児乳児相談 9 ・ 45~1 0 :00 H1 0年1 0月生

8月 19 日休) 4か月児健康診査 1 3 ・ 30~ 1 4:30 H 1 1 年3月生 町民会館

26日休) 3歳児健康診査 1 3 ・ 30~14 ・ 3 0 H 8年1 月・ 2月生

〈老 ・ 成人〉
①健康診査
と き 事業名 受付じかん 対象 ところ

1 0 日ω 基本健康診査〈検査日〉 1 3 : 00~ 1 4:00 40歳以上の住民 町民会館

1 0 日ω 町民会館
8月 ーー一一一一 一一 子宮頚ガ、ん ー - - - ーーーーーーーー

24日ω 13 : 0 0~ 1 4 : 0 0 30歳以上の女'1空 南吉井小体育館
一 一一ーー 一一ー 乳がん検診 ー 一一一一一一 一 ーー ー ー

27日働 北吉井小体育館

(_ 

ところ

町民会館

象

住民

対開催じかん

8 

役場保健婦室

1 3 ・ 30~ 15:3 0

象
一

民+
土

対

g:OO~什 : 00

開催じかん



健やか亀老後を送還らた~にも健康診断を3
(重信町高齢者総合健康調査結果)

重
信
町
(
福
祉
課
)
で
は
愛

媛
大
学
医
学
部
と
共
同
で
「
重

信
町
高
齢
者
総
合
健
康
調
査
」

を
行
い
ま
し

左
。
こ
の
調
査
は

平
成
八
年
か
ら
開
始
し

、

昨
年

八
月
巴
全
地
区
の
調
査
が
完

ゴ
し
ま
し
定

。
ムフ
後
分
析
を

進
め

、

町
の
健
康
づ
く

り
施
策

に
生
か
し
て
い

く
予
定
で
す
。

ム
フ
回
は
現
在
ま
で
の
調
査

結
果
巴
つ
い
て
医
学
部
公
衆

衛
生
学
教
室
の
藤
本
弘

一
郎

副
手
が
ま
と
め
だ
概
要
を
報

告
し
ま
す
。

調
査
対
象

重
信
町
巴
お
住
ま
い
の
六

0
1

八
四
歳
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
(
四

、

五
四
六
人
)
を
対
象

仁
調
査
を
行
い

、

約
八
割
の

皆
さ
ん
か
ら
回
答
を
頂
き
ま

し
だ

。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
在

宅
の
万
か
ら
の
回
答
で
し
だ
。

果

①
日
常
生
活
活
動
度
(
A
D
L
)

A
D
L
C

は
単
仁
身
体
の

動
作
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

み
る
左
め
の
身
体
的

A
D
L

と
、

社
会
生
活
を
ど
の
程
度

行
う
こ
と
が
で
き
る
か
を
考

え
る
定
め
の
社
会
的

A
D
L

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
身

体
的
A
D
L
C

つ
い
て
は
歩

行
、
入
浴
、
ト
イ
レ

、

食
事

、

着
替
え
の
項
目
仁
つ
い
て
質

問
し
ま
し
だ

、
ガ
、
大部
分
の

万
(
約
九
O
%
)
は
こ
れ
ら
の

動
作
を
介
護
の
必
要
な
く
行

え
る
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
C
社
会
的
A
D
L
C

つ
い

て
で
す
が
、
人
付
き
合
い
の
程

度
や
地
域
と
の
関
わ
り
な
ど

の
項
目
を
み
ま
す
と
年
齢
と

と
ち

C
A
D
L

の
点
数
が
低

下
す
る
傾
向
巴
あ
り
ま
す
(
図

1
)。
つ
ま
り
高
齢
仁
な
る
ほ

ど
身
体
的
巴
は
元
気
で
も
地

域
社
会
と
の
交
流
等

、

か
少
な

く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
高
齢
者

の
閉
じ
こ
も
り
」
等
の
問
題
、
か

起
こ
り
ゃ
す
く
怠
る
傾
向
、
か

あ
り
ま
す
。

積
極
的
巴
近
所

づ
き
あ
い
や
友
人
と
の
交
流

を
も
ち
、
地
域
社
会
巳
参
加
し

て
い
く
こ
と

、

か
必
要
で
す
。8 
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②
入
院
・
通
院

過
去
一
年
間
巴
入
院
し
だ

こ
と
が
あ
る
と
回
答
さ
れ
だ

万
の
割
合
は
二

o
j

三
O
%

で
、

こ
の
割
合
は
高
齢
巴
な

る
巳
従
い

、

増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
だ
過
去

一
ヶ

月
間
巴
通
院
し
左
こ
と
が
あ

る
と
回
答
さ
れ
定
方
の
割
合

は
六
o
i
八
O
%
で

、

非
常

巴
大
き
な
値
巴
怠
っ
て
い
ま

す
。
入
院
・
通
院
の
原
因
疾
患

で
は
高
血
圧
・
脳
卒
中
・
心

疾
患
な
ど
の
循
環
器
疾
患
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す

。

70歳代

③
痴
呆

ご
く
軽
度
の
も
の
も
含
め

る
と
年
齢
と
と
も
巴
痴
呆
者

の
割
合
は
増
え
る
傾
向
巴
あ

り
、

八
O
代
女
性
で
は
一

五
%
以
上
で
何
ら
か
の
痴
呆

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
(
図

2
)
。
日
本
人
の
痴
呆
の
特
徴

と
し
て
欧
米
巴
多
い
?
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
は
比
較
的
少
な

く
、

脳
の
血
管
の
動
脈
硬
化

等
、
か
原
因
で
起
こ
る
脳
血
管

性
痴
呆
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

動
脈
硬
化
を
起
こ
す

生
活
習
慣
病
や
循
環
器
疾
患

の
対
策
、
ガ
痴
呆
予
防
の
面
か

ら
も
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

15 

5 

0 60歳代
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④
転
倒
・
歩
行
能
力

過
去

一
年
間
巴
転
倒
し
だ

こ
と
の
あ
る
人
は
高
齢
巴
な

る
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す

。

ま
だ
男
性
よ
り
女
性
で
転
倒

す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す

(
図

3
)
。
反
対
巴

1
M
連
続
し
て

歩
行
で
き
る
人
は
高
齢
巴
な

る
ほ
ど
少
な

く
な
り
ま
す

。

脚
の
筋
力
の
衰
え
な
ど
巴

よ

り
歩
行
能
力
が
低
下
し

、

同

時
仁
転
倒
も
起
こ
り
ゃ
す

く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
。

寝
だ
き
り
の
原
因

は
脳
卒
中
と

、

転
倒
が
原
因

と
な
る
骨
折

(大
腿
骨
)
が
大

部
分
を
占
め
ま
す
。
ふ
定
ん

か
ら
な
る

べ
く
歩
く
よ
う
巴

し
て
脚
の
筋
力
を
保
つ
こ
と

、

つ
ま
ず
き
ゃ
す
い
も
の
は
片

づ
け
だ
り

、

段
差
を
な
る

べ

く

な
く
す
な
ど
の
方
法
で
転

倒
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

C

心

が
け
て
下
さ
い
。

70歳代

70歳代

20 

% 

10 

0 60歳代

ま
と
め

健
康
で
自
立
し
だ
老
後
は

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

高
齢

巴
な
っ
て
か
ら
も
元
気
な
生

活
を
お
く
る
定
め
巴
は

、

若

い
時
期
か
ら
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
病
気
を
予
防
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

そ
の
定

め
巳
は
ま
ず
現
在
の
自
分
の

健
康
状
態
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
だ
め
巴

は
年
一
回
の
健
康
診
断
を
受

信
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。

ま
巴
町
で
は
地
域

で
の
血
圧
測
定
や
健
康
相
談

、

健
康
教
室
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
積
極
的
巴
利
用
し

て
下
さ
い
。

9 広報しげのぷ 8月号



申
央
レ
デ
ィ
ー

県
美
術
館
・
ツ
イ
ン
ドl
ム
重
信
見
学

れ想られお EQ 雇てい囲落地かし示始説るラか まスの重愛
ま像れ、 ι 。」 い思気ちょい左室め明いスら学し二中信媛六

主宗室を X 実兵三 E 見 2f に ZJ 矢島 2E ち言芸そぎえ自室里
AFi 赤 EZ 寸、入で定量とわり設川|のの; 121EE 
提言 ??zi 均一 号.Jll !II ~ ~ i 1 1 11 11 1 院 美加いツ第
のがき大さ自らてさ置幽幽ム必幽4 Egf ヲ面
宮町肝吉山~ -.覇伊料露甥I/~ 量河市
仁ら 、塗く 、しす、 ・・・週明・.， ，) 臨昌也-園 球 きパ雨ムで

、-

すの 機ス出材あ '1・・・・・..-m__.ーーーーー.'" もば り根ば人こ具レ来とる ・・・・・---・・・・・・魁 知、そ、のら々のがチて問屋 1&2 _圃・・・・・・圃 れ見れ楽絵
ο しが充揃ツいし根 量 E・・・・・・・・・・・・・・・ な万ぞし 1:->誌岩言 T 23 号ヲ|司 揚円'ーー-・・圃圃園田 2E 宣言 ls
長吉!こ左いムう口豆し派広が入見ま当 動ム地で 思じ所り事

tijiliifiiiiit i;ii l FJ2iiijl? 
雪ドれ地 ろの夫の徴館 E る屋中オ号の~とド目気 o 12 あ 広
)O ば域 な 71こ素ので斗く根 c を、担 移|的分 かれ が

母子家庭のお母さん、 蔓休みの一目、親子で町内

を巡りまぜんか。ツインドームで軽く汗をかいだ後、

上林でそうめん流しを行います。

参加希望者は8月 16日まで|こ、電話で申し込んで

く芝、さい。

とき

申し込み先

平成11年度赤十字社員増強運動は、みなさんのご協

力 lこより2 ， 867 ， 300円の社資ガ、集まりましだ。みなさん

の温かい善意|こ対し厚くお礼申し上げますととも|こ、

合後一層のご協力をお願いい左します。

各地区の社資実績額は次のとおりです。

8月22日(日午前9時(町民会館出発)

拝志冨964-2198 野首

南吉井富964-6612 岡田

北吉井富964-3315 高須賀

10 

(単位。円)

社資実績額

57,500 

62 ,000 

78 ,500 

170 ,500 

30,500 

75 ,000 

112,000 

161 ,500 

64 ,000 

31 ,000 

2,867,300 

地区名

播磨台団地

上樋

南野田

北野田

北野台団地

新村

上林

下林

上村

個人
A 三-1.
ロロ1

実
一
拍
一
印
一
回
一
回
一
部
一
げ
一
回
一
時

一昭
一
回

資
一

1

一
2

一
3

一
1

一
2

一
&
一
!
一
七
一
乞

地区名

山之内

樋口

横河原

志津川

西岡

見奈良

田窪

田窪田地

牛淵

牛測団地



男
女
共
同
参
両

社
会
基
本
法
成
立

j

女
性
の
社
会
進
出
支
援
j

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が

六
月
十
五
日

、

衆
議
院
本
会
議
で

全
会
一
政
で
可
決

、

成
立
し
ま
し

走
。そ

の
前
文
巴
は

、

男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
二
十
一
世
紀
の

わ
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最
重
要

課
題
と
位
置
付
け
て
お
り

、

女
性

の
社
会
進
出
へ
の
期
待
が
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

、

「
男
女
が
社
会
の
対
等
芯
構
成
員

と
し
て

、

自
ら
の
意
思
で
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
巴
参
画
す

る
機
会
が
確
保
さ
れ

、

男
女

、

か
均

等
巴
政
治
的

、

経
済
的

、

社
会
的

、

文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き

、

共
巴
責
任
を
負
う

べ
き
社

会
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

し
か
し

、

「
男
女
が
均
等
巴
利

益
を
享
受
す
る
」
こ
と
が
で
き
る

定
め
巴
は

、

性
別
に
よ
る
固
定
的

な
役
割
分
担
等

、

社
会
の
制
度
や

慣
行
へ
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点

、

か
だ
く
さ
ん
あ
り

ま
寸
。

ま
芝

、

「
共
巴
責
任
務
」
負

う
べ
き
社
会
」
の
実
現
の
定
め
に

は
、
女
性
の
自
覚
も
ま
す
ま
す
強

調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
。

「
利
益
の
享
受
」
と
「
責

任
の
分
担
」
を
男
女
共
同
参
画
社

会
の
二
本
の
柱
と
捉
え
だ
い
も
の

で
す
が

、

そ
の
社
会
の
実
現
は
決

し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

と
こ
ろ
で

、

本
町
で
は

、

五
月

七
日
巴

、

女
性
会
議
の
主
催
巴
よ

る
初
め
て
の
重
信
町
模
擬
議
会
、
か

開
催
さ
れ
ま
し
定
。

町
民
の
過
半

を
占
め
る
女
性

、

か
、

わ
が
町
の
行

く
末
を
見
つ
め

、

そ
の
さ
ら
な
る

発
展
の
定
め
巴

、

女
性
の
視
点
巴

よ
る
提
言
の
場
を
設
け
る
こ
と
を

目
的
と
し

芝
も
の
で
す
。

町
内
各

種
の
女
性
団
体
の
代
表
者
二
十
四

名
、

か
模
擬
議
員
と
な
り

、

七
名
の

万
か
ら
質
問
・
提
言
、
か
行
わ
れ
ま

し
定

。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は

正
巳
基
本
法
の
趣
旨
巴
沿
っ
だ
←
も

の
で

、

本
町
は

、

国
巴
先
が
け
て

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
促
進
巴

向
け
地
道
芯
歩
み
を
積
み
重
ね
て

い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う

。

ま
芝

、

先
月
十
三
日
に
は

、

愛

媛
県
初
の
女
性
副
知
事
が
誕
生
し

ま
し
足
。
知
事
は
人
権
巴
対
す
る

理
解
も
深

<
、
先
の
選
挙
で

、

女

性
の
思
い
切
っ
芝
登
用
を
公
約
巴

挙
げ
て
お
り

、

そ
れ
が
議
会
の
同

意
で
実
現
し
左
の
で
す
。

こ
れ
は

女
性
巴
と
っ
て
朗
報
と
い
う
芝
け

で
な
く
、
そ
の
国
際
経
験
の
豊
か

さ
等
か
ら

、

す
べ
て
の
県
民
が
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と

で

し
ょ
う

。

「
基
本
法
」
と
は

、

そ
の
分
野

の
国
家
政
策
や
行
政
の
基
本
を
定

め
る
法
律
で
す
。
女
性
の

人
権

、

女
性
の
社
会
進
出
支
援
の
基
本

、

が

示
さ
れ
ま
し
定
。

男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
の
左
め
に

、

ま
ず
法

の
趣
旨
を
し
っ
か
り
と

学
習
し

ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
問
題
解
決
仁
向

け
一
つ
一
つ
か
ら
行

動
巴
移
し

ま

し
ょ
う
。

ヱJ
供
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
連
絡
会
議

あ
な
た
の
一
戸
が
、
こ
ど
も
の
心
を
救
い
ま
安

子
供
芝
ち
は

、

学
校
か
ら
解
放
等

々
、

一
般
の
大
人
の
社
会
で
あ

さ
れ

、

思
い
思
い
の
夏
休
み
を
白
れ
ば

、

刑
法
上
の
犯
罪
巴
当
だ
る

由
巳
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
こ
と
行
為
を
含
み

、

青
少
年
巴
対
し
て

で
し
ょ
う
。

は
、

こ
う
い
っ
定
行
為
を
い
じ
め

し
か
し
夏
の
夜
は

、

室
内
よ
り
と

し

て
少
年
法
で
優
し
く
包
ん
で

外
の
万
が
過
ご
し
ゃ
す
い
と
ば
か
い
ま
す

。

し
か
し

、

い
じ
め
は
犯

り
巴
、
羽
目
を
大
い
巴
外
し
て
は
罪
で
あ
り

、

人
権
無
視
で
す
。
大

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
芝

、

ち

人
も
子
供
も
許
さ
れ
な
い
犯
罪
で

ょ
っ
と
し
芝
出
来
心
で

、

こ
の
く

あ
る
と
の
共
通
認
識
を
も
つ
こ
と

ら
い
の
こ
と
は
許
さ
れ
る

、

だ
ろ
う
が

、

い
じ
め
を
な
く
す
る
第
一
歩

と
、

し
て
は
な
ら
な
い
事
を
し

て

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
の
い
じ

め
は

、

陰
湿
化

、

そ
う
い
っ
左
こ
と
巴
気
付
い
左

巧
妙
化
、
ゲ
l

ム
化

、

集
団
化

、

ら
、

是
非
一
声
か
け
て

く
、だ
さ
い
。

構
造
化

、

長
期
化

、

日
常
化
し

、

ご
存
知
の
よ
う
巴

、

暴
走
行
為
や
動
機
や
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

、

ひ

い
じ
め
は
犯
罪
行
為
の
-
つ
で
と
つ
は
対
人
関
係
の
未

熟
さ
と
も

す
。

そ
の
行
為
は

、

人
権
や
命
巴
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

か
か
わ
る
深
刻
な
問
題
巴
つ
な
が
い
じ
め
を
す
る
側
も

、

さ
れ
る

り
ま
す
。
側
ち
と
も
に
悲
劇
で
す

。

い
じ
め
と
い
う
言

葉
巴
含
ま
れ
輝

く
真
夏
の
太
陽
の
光
の
中
で

て
い
る
意
昧
、
内
容
は
、
精
神
的
一
人
で
ち
多
く
の
仲
間
と
と
も

芯
い
じ
め
は
も
と
よ

り

仁
、

明
る
く
楽
し
い
夏
休
み
を
過

金
を
脅
し
取
る
:
・

恐
喝
罪
ご
し
ま
し
ょ
う

。

殴
る
蹴
る
・
:
:
:
:

暴
行
罪
ま
だ

、

祖
先
を
敬
う

、

お
盆
行

傷
を
負
わ
せ
る
:

傷
害
罪
事
や

ポ
ラ
ン
テ
ィ

?
活
動
巴
も
積

物
を
壊
す
:
;
:
:
・

器
物
損
壊
罪
極
的
巴
参
加
し

、

あ
な
だ
の
優
し

脅
し
て
使
い
走
り
を
さ
せ
る
い

、心
を
一
人
で
も
多
く

の
人
巴
与

:

強
要
罪
え
て

く
だ
さ
い
。

11 広報しげのぷ 日月号
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囲
碁
日
曜
会

九
月
五
日
目

午
前
九
時
j

午
後
四
時
四
五
分

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
階
娯
楽
室

主
催
町
文
化
教
室
囲
碁
教
室

問
い
合
わ
せ
先

富
九
六
四
|
九
五
一
八(

山
内

と
き

博

(町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ム
フ
年
も
、
パ
レ
ボ

ー
ル
を

通

じ
て
、
健
康
で
楽
し
い
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
。

と
き
九
月
五
日
日

午
前
八
時
三
O
分
j

と
こ
ろ北ブ

ロ
ッ
ク

ツ
イ
ン
ド
ー
ム
重
信

北
吉
井
小
学
校
体
育
館

南
ブ
ロ
ッ
ク

重
信
中
学
校
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

水
墨
画
ロ
ビ
l

展

是
非
ご
覧
下
さ
い

第
一
O
回
水
墨
画
ロ
ビ
ー
展
を

開
催
し
ま
す
。
会
員
、
ガ
日
頃
楽
し

く

描
い
て
き
定
作
品
を
展
示
し
ま

す
の
で
、
ご
観
覧
下
さ
い
。

八
月
二
九
日
目
j

九
月
二
日
∞

(
八
月
=
二
日
ω
は
休
館
日
)

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
階
ロ
ビ
ー

主
催
町
文
化
協
会
重

信
水
墨
画
会

連
絡
先
富
九
六
四
|
九

O
七
六

(
旭
清
水
)

と
き

、，

星
空
教
室

流
星
を
見
ょ
う

流
星
の
観
測
を
し
ま
す
。
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
つ
て
の
説
明
、

天
気
が
よ
け
れ
ば
、
望
遠
鏡
で
観

測
も
し
ま
す
。

と
き
八
月
九
日
制

午
後
七
時
三
O
分
j

九
時
三
O
分

と
こ
ろ
図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

受
講
料
無
料

※
初
め
て
参
加
す
る
万
は
、
事
前

巳
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

最
新
天
体
観
測

施
設
を
見
学

星
空
教
室
で
は
、
次
の
と
お
り

県
外
天
体
観
測
施
設
の
見
学
を
実

施
い
左
し
ま
す
。

と
き
八
月
二
二
日
日
午
前
七
時
三

O
分
町
民
会
館
出
発
(
雨
天
決
行
)

と
こ
ろ
徳
島
県
那
賀
川
町
料
学

セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
四

五
人

参
加
料
無
料

(
弁
当
は
個
人
負
担
)

申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
教
育
課

窟
九
六
四
|
一
五

O
O
紛

申
し
込
み
締
め
切
り

八
月
一
八
日

ω

夏
休
み
子
供
映
画
会

良
い
映
画
を
観
る
会

親
子
で
映
画

「M
A
R
C
O

」

母
を
た
ず
ね
て
三
千
里

あ
の
名
作
「
母
を
定
ず
ね
て
三

千
里
」
が
映
画
巴
な
り
ま
し
だ
。

少
年
マ
ル
コ
は
母
を
あ
っ
て
、
だ

つ
だ
一
人
海
を
渡
り
一
二

0
0
0

キ
ロ
の
旅
巳
出
ま
す
。
一
九
九
九

年
最
高
の
?
二
メ
ー
シ
ヨ
ン
映
画

、
ガ
爽
や
か
芯
感
動
を
贈
り
ま
す
。

1A温

と
き
八
月
二
一
百
四

①
午
前
一
(
)
時
i

午
前
二
時
四
O
分

②
午
後
二
時
j

午
後
三
時
四
O
分

と
こ
ろ
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
当
日
五

O
O
円

(
四
歳
以
上
)

主
催
重
信
町
良
い
映
画
を
観
る
会

後
援
重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ
先

富
九
六
四
l

八
三
四
八
(
栗
田
)

12 

図
子
先
生
を
囲
む
舎

図
書
館

一
一O
年
前

、

三
目
く
人
は
一

人
で
も
、
読
む
人
は
百
人
百
様

の
読
み
取
り
万
が
あ
り
、
他
人

の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
ま
左

新
し
い
見
方
も
出
来
る
の
で
は

な
い
芝
ろ
う
か
つ
・H
と
い
う
こ
と

で
『
だ
ま
ゆ
ら
会
』
と
い
う
読
書

グ
ル
ー
プ
、
ガ
、
誕
生
し
ま
し
だ
。

細
々
と
歩
み
続
け
や
っ
と
こ

O
周
年
を
迎
え
、
我
が
郷
土
の

語
る
詩
人
、
小
説
家
の
図
予
英

雄
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
力
フ

セ
ミ
」
「
フ
ク
ロ
ウ
日
記
」
の

作
品
が
で
き
あ
、
か
る
ま
で
の
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
い
疋
い

と
思
い
ま
す
。

本
の
招
き
な
万
、
読
書
会
巴

興
昧
の
あ
る
万
、
時
間
の
許
す

万
は
、
是
非
ご
参
加
く
、
だ
さ
い
。

講
師
図

子
英
雄
先
生

(
小
説
『
カ
ワ
セ
ミ
』
で

新
潮
新
人
賞
受
賞
)

と
き
九
月
二
二
日
間

午
前
一
O
時
j

一
二
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先

図
書
館
窟
九
六
回
l

三
四
一
四

だ
ま
ゆ
ら
会
西
田

窟
九
六
四
|

三
八
九
九





乙

⑬道メーターの瞬間て
役場水道課

冨964-2001側内線322

水道メーターは、計量器検定検

査令|こ基づき8年ごとに取り替え

ること lこ定よっています。本年度も

合月から「高橋住設Jが取り替え作

業を行いますのでご協力下さい。

なお、お留守の場合でも取り替

えさせてい左足、きますので、ごゴ

承下さい。

取替期間 8月~11 月

、 ""'、 晶、 、 ， ， ，'
、 三‘ 、‘，，~，.... -
- 工“t，lae-
- ・~-- 弘 、ー ・・ 司司., ':~~;、 、
~_l-. 六、、

。河原観月祭
横河原商工連盟

富964-2145(会長宅)

約2 ， 000発の花火と、 100件以

上の夜店が並び、毎年、 4~5万の

人でにぎわいます。

とき 8月28日∞

雨天の場合翌日

花火打ち上げ

19時40分~ 20時40分~

ところ 旧国道11号線・横沼原橋

詰土手(横沼原側)

駐車湯lこは限りがあります。
主主るべく電車・パスをご利用下さい。
※重信町役場、町民会館駐車場もご利用で
きます。

......_ 国消費実態調査に
ご協力下さい。

役場企画財政課
富964-2001側内線572

本年9月から 11 月までの3ヶ月

間 lこわ左り、平成11年全国消費実

態調査が実施されます。

この調査は、国民の暮らし向き

を、家計の所得・消費・資産の3面

から総合的 lこ把握することを目的

として行われるもので、調査結果

は、国や地方公共団体の基礎資料

として広く活用されます。

本町では、横河原・牛淵団地の

両地区lこおいて、無作為lこ抽出さ

れ疋約30世帯!こついて、調査を行

います。対象と芯られ疋世帯!とは、

8月下旬より調査員が調査のお願

いに伺いますので、ご協力下さい

ますようお願いします。

なお、調査!こついてご不明な点

ガ、ございまし左ら、お気軽lこお問

い合わ世下さい。

。紙作文Mール募集
重信郵便局
富964-2398

手紙文化の振興を図り、文章表

現によるコミュ二ケーシヨツを通

じ、て IG豊かな子供疋ちを育むこと

を目的とし、自由な題材で、学校

の先生、友人、親戚、家族等にあ

て左手紙を募集します。

募集部門

(1 ) 手紙作文部門(小学生・中

学生) (外国人の万(年齢制限

なし))

(2) はがき作文部門(小学生)

(3) 絵手紙部門(制限なし)

募集期限 9月 10日樹

応募先最寄りの郵便局

Informationi� 
，'~1Iの人は今どこに

松山南警察署
窟958-2112

ご家族のなかで、突然、行万刀、

分からなくなっ定方はいませんか。

警察では、 8月中を「身元不明

者等捜査強化月間」として行方不

明者等の身元確認を行つだり、家

出人の発見|こ努めます。

警察ではこの月間中、「行方不

明者を捜す相談所」を下記のとお

り開設しますので、お気軽にご相

談く芝さい。

詳しくは、最寄りの警察署・交

番・駐在所でお尋ねくだ、さい。

まだ、電話|こよる相談は「第二

110番」函0120-31-9110へ

とき 8月9日但)

午前10時~午後4時

ところ松山東警察署

通事故の発生状況
松山南交通安全協会
富958-6558

838 -42 
(松山南警察署管内)

・県下の死亡事故、昨年同期比39
人増

・受通事故死者90人中36人が高
齢者

・よく見る止まる徐行するそして

ベルト

重信まごころ銀行|こ次の方か

ら金 封を寄付下さいましだ。

温かい善意、ありが、とうございま

す。(畝称略)

〈一般寄付〉重信町歌謡連盟

〈香典返し〉

山内灘 (田窪)亡妻・千里

大西雅予(田窪)亡夫・悪

14 
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七
月
二
日
旬
、
重
信
町
で

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
定
。

一
三
名
の
定
員
に
対
し

、

一

四
名
の
立
候
補
の
届
出
が
あ

り
、
約
三

O
年
ぶ
り
巴
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
定
。

当
日
の
育
権
者
数
は

、

三
、

一
二
六
人
。
町
内
の
一

O
ケ

所
の
投
票
所
で
午
前
七
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で

、

投
票

、

か

行
わ
れ
ま
し
だ
。
投
票
総
数

は
二

、

二
五
二
票
、
七
二
・

o

四
%
の
投
票
率
で
し
定
。

即
日
、
開
票
、
か
行
わ
れ
、
左

記
の
万
が
当
選
さ
れ
ま
し
だ
。

農
地
の
売
買
・
貸
借
等
の
権

利
・
耕
作

、

農
地
転
用
巴
関

す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
定
さ
い
。

. ・

任
期平

成
二
年
七
月
二

O
日
j

平
成
一
四
年
七
月
一
九
日

丹
生
省
秋
義

宮
倉
和
良

森
長
昭

樋
口
正
憲

森
武
重

池
川
仁
閉

大
西
安
弘

高
市
睦
美

和
田
明

高
須
賀
正
幸

校
君
宣

和
田
隆
夫

大
西
勝
彦

>

優
勝
お
め
で
と
う

成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

七
月
二
目

、

成
1

パ

人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
重
信
中
学
校
他

国

で
行
わ
れ
ま
し
足
。
帽

町
内
の
二

O
分
館
、
か

集
い

、

各
チ
ー
ム
と

も
左
く
ま
し
い
技
と

力
を
発
揮
し
て
い
ま

し
だ
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

東
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝田

窪
団
地

準
優
勝

牛
測

三
位田

窪
・
上
樋

西
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝志

津
川

準
優
勝

上
林

三
位横

河
原
・
下
林

暑
さ
を
忘
れ
て

見
入
り
ま
し
た
。

下
林
青
年
芝
居

七
月
二
O
目

、

下
林
三
奈
良
神

社
で
恒
例
の
青
年
芝
居
が
上
演
さ

れ
ま
し
定
。

毎
年
、
神
社
の
夏
祭
り
巴
行
わ

れ
て
お
り
、
八
年
目
に
な
る
舎
年

演
じ
左
の
は
、
演
技
指
導
さ
れ
て

い
る
仙
波
浩
康
さ
ん
(
船

山
市
)

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
「
思
愛
し

ぐ
れ
笠
」
。

出
演
者
の
熱
い
演
技
巴

、

観
客

か
ら
「
う
ま
い
。

」
と
い
う
声
と

と
も
巴
お
ひ
ね
り
が
舞
台
に
投
げ

込
ま
れ
て
い
ま
し
左
。
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お悔やみ申し上げます
住所 氏名 年令 死亡日

樋口 岡宮正美 71 6 ・ 13

志津川 泉 勇 59 6 ・ 13

樋口 佃マツ 94 6 ・ 15

牛測 葛原ユキヱ 91 6 . 15 

見奈良 重信昌文 47 6 ・ 16

下林 小山 力 74 6 ・ 19

田窪 大野真畝 62 6 ・ 19

芯津川| } 深尾刀 39 6 ・ 26

牛測 山本ウメコ 74 6 ・ 29

北野田 相原益雄 69 7 . 1 

田窪 渡部和美 44 7 ・ 6

住所 出生児 保護者 生年月日

野田2丁目 橋本彩香 英樹 6 ・ 8

野田3丁目 =津綾乃 一一支~王K 6 . 8 

牛測 仙波友里恵 健次 6 ・ 9

志津川 近藤修平 康久 6 ・ 10

志津川 平田雄也 正行 6 ・ 11

西岡 膏藤友理香 明 6 ・ 15

野田1丁目 宮岡大 求 6 ・ 15

北野田 相比奈乃 利幸 6 ・ 15

下林 佐伯拓香 建次 6 . 15 

野田2丁目 大久保佳奈 成夫 6 ・ 18

野田2丁目 梅林量虐 博幸 6 . 22 

見奈良 福原由布加 稔之 6 ・ 22

下林 森歩菜 修二 6 ・ 25

見奈良 幸田莱愛 達彦 6 ・ 25

樋口 越智暁予 俊晴 6 ・ 29
リ〈

野田2丁目 高橋陸 大地 7 ・ 2

樋口 片岡優太 拓白 7 ・ 4

お誕生日おめでとう

森戸穂高くん (H10.8.31 生)

1"' 6同区入って立っちが
できるようi之なりまし定。」

(父・浩明 母・珠実)志津川

a 

ω
関
越
「
q
s
b

-
U
ω
ω
刊
∞
団
司
白
鴻
司

ω
川
吋M
4
b
m
刷

元気な重信っ子を募集しますl
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に保護者

のコメントを添えて役場総務課までお送り下さい。

刷
出
町h山
州
司
ベ
持
母
出
陣円
山
ヨ

州
問
w
h『川
岬
胃
「4.
I
H--
n
w
w川
仲
川
U帰
国T
-
-
-
R
J、
喝
、JW

品
価
喝
、
、
J
《
U
「
J
〆
「
J
R
リ
弘
、

d
、
J
、
J
-

、
、
い
v
J

川
刊

4

0
-
1

コ

J
D
J

やさないごみ(空き缶・金属類、ぴん・ガラス類) (全地区)

やさないごみ(ペットボトル、その他) (横河原区)

てみ(横河原区)

宮内病院 松山市北梅本町窓~75-QO~1
ないごみ(空き缶・金属類、ぴん・ガラス類) (全地区)

ないこ'み(ぺットボトル、その他) (横河原区)

ぷみ(横河原区)

jiLヨヨ云五二二二[忌E二二I手証jf￡:

番医 愛媛十全医療学院附属病院川内町南方 富966-5011

5
-
E
Z
 
4
2
J
4

づ
コ
コ
廿
司

副
甲
山

H

込
町

F
E
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